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と
境
界
線

1
　
フ
ラ
ン
ス
語
マ
グ
レ
ブ
文
学
と
フ
ラ
ン
ス
語
圏
文
学

こ
れ
か
ら
論
じ
よ
う
と
す
る
「
フ
ラ
ン
ス
語
マ
グ
レ
ブ
文
学
（la littérature m

aghrébine de langue française

）」
に
つ
い
て
、

カ
ギ
括
弧
で
括
っ
た
こ
の
呼
称
は
、「
フ
ラ
ン
ス
語
圏
文
学
（la(les) littérature(s) francophone(s)

）」
と
い
う
研
究
領
域
が
日
本
に

お
い
て
定
着
す
る
の
と
相
ま
っ
て
、
二
一
世
紀
も
五
分
の
一
が
過
ぎ
た
現
在
、
既
に
一
般
化
し
た
感
が
あ
る
。
研
究
上
、
便
宜
的
に

区
分
け
さ
れ
た
比
較
的
新
し
い
こ
の
領
域
の
説
明
を
要
せ
ず
に
本
題
に
入
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
マ
グ

レ
ブ
文
学
研
究
は
、
一
般
に
モ
ロ
ッ
コ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
北
ア
フ
リ
カ
三
国
で
書
か
れ
る
フ
ラ
ン
ス
語
表
現
の
文

学
作
品
を
対
象
に
す
る
が
、
そ
れ
で
も
「
マ
グ
レ
ブ
」
か
ら
始
ま
っ
て
、
い
く
つ
か
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
く
べ
き
点
が
あ
る
。

ま
ず
、「
マ
グ
レ
ブ
」
は
前
述
し
た
三
国
に
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
や
リ
ビ
ア
も
含
め
た
ア
フ
リ
カ
北
西
部
の
一
帯
を
指
し
、
ア
ラ
ビ
ア

語
で
日
の
昇
る
東
方
「
マ
シ
ュ
リ
ク
」
に
対
し
て
日
の
沈
む
西
方
を
さ
す
「
マ
グ
リ
ブ
」
が
フ
ラ
ン
ス
語
化
し
た
語
で
あ
る
。「
マ

グ
レ
ブ
」
が
フ
ラ
ン
ス
語
由
来
で
あ
り
、
対
象
と
す
る
文
学
作
品
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
分
野
の
文
学
研
究
の
草
分
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け
で
あ
る
ジ
ャ
ン
・
デ
ジ
ュ
ー
の
一
九
九
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
簡
潔
な
概
説
書
『
フ
ラ
ン
ス
語
表
現
マ
グ
レ
ブ
文
学
』
を
頼
り
に
再

確
認
し
て
お
こ
う
。
マ
グ
レ
ブ
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
現
地
民
の
作
家
の
多
く
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
や
ベ
ル
ベ
ル
語
を
母
語
と
し
、
フ
ラ
ン

ス
語
は
主
に
教
育
を
通
じ
て
獲
得
し
た
「
他
者
」
の
言
語
で
あ
り
、
彼
ら
、
彼
女
ら
は
母
語
で
は
な
い
フ
ラ
ン
ス
語
を
使
っ
て
創
作

し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
く
こ
と
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
文
化
に
培
わ
れ
た
母
語
の
環
境
か
ら
解
き
放
た
れ
た
「
他
者
」
の
言
葉

の
世
界
に
身
を
投
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
の
背
後
に
は
ま
た
、
マ
グ
レ
ブ
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
文
学
と
同
時
に
ア
ラ
ビ
ア
語

文
学
が
あ
り
、
モ
ロ
ッ
コ
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
文
学
作
品
刊
行
数
で
は
後
者
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
、
ア
ラ
ビ
ア
語
母
語
の
作
家
で
あ

っ
て
も
書
記
ア
ラ
ビ
ア
語
（
正
則
ア
ラ
ビ
ア
語
）
は
地
域
で
方
言
化
し
た
口
語
ア
ラ
ビ
ア
語
と
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
コ
ー
ラ

ン
の
言
語
で
も
の
を
書
く
に
は
そ
の
習
得
が
必
要
な
こ
と
、
複
数
存
在
す
る
ベ
ル
ベ
ル
語
は
文
字
を
持
た
ず
、
さ
ら
に
マ
グ
レ
ブ
は

口
語
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ベ
ル
ベ
ル
語
の
口
承
文
化
が
豊
か
に
発
達
し
た
地
域
で
あ
り
、
こ
れ
ら
も
ま
た
「
文
学
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る

こ
と
も
あ
げ
て
お
く）

1
（

。

「
フ
ラ
ン
ス
語
マ
グ
レ
ブ
文
学
」
の
「
フ
ラ
ン
ス
語
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
は
植
民
地
支
配
の
刻
印
も
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
と
り
わ

け
フ
ラ
ン
ス
の
統
治
期
間
が
モ
ロ
ッ
コ
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
比
し
て
長
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
三
県
下
に
置
か
れ
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に

お
い
て
深
い
し
る
し
を
残
し
た
。
多
大
な
人
的
犠
牲
を
払
っ
た
戦
争
を
経
て
独
立
し
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
の
作
家
に
と
っ
て
、
フ

ラ
ン
ス
語
は
「
植
民
地
支
配
の
唯
一
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
獲
得
物
」（D

éjeux 1992, 4

）
で
あ
る
と
い
う
。
フ
ラ
ン
ス
統
治
下
の
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
に
お
い
て
書
記
ア
ラ
ビ
ア
語
の
伝
授
と
習
得
シ
ス
テ
ム
は
壊
滅
的
に
壊
さ
れ
た
。
マ
グ
レ
ブ
の
作
家
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
も

の
を
書
く
と
き
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
作
家
が
否
応
な
く
巻
き
込
ま
れ
る
支
配
と
従
属
の
関
係
性
が
書
く
行
為
、

そ
し
て
作
品
に
反
映
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
植
民
地
支
配
を
被
っ
た
国
で
宗
主
国
の
言
語
で
書
か
れ
る
文
学
は
、
そ
れ
自
体
で
自
立
し
た

文
学
と
み
な
さ
れ
ず
、
か
つ
て
の
支
配
国
が
形
成
し
て
き
た
文
学
に
従
属
す
る
「
周
縁
化
さ
れ
劣
っ
た
」（Ibid. 92

）
文
学
と
み
な

さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。「
フ
ラ
ン
ス
語
マ
グ
レ
ブ
文
学
」
は
「
フ
ラ
ン
ス
文
学
」
の
下
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
作
家
自
身
も
往
々
に

し
て
そ
れ
を
感
知
し
て
い
る
。
不
平
等
と
も
言
え
る
こ
の
関
係
は
、「
フ
ラ
ン
ス
語
マ
グ
レ
ブ
文
学
」
を
「
フ
ラ
ン
ス
語
圏
文
学
」
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に
置
き
換
え
る
と
、
事
態
は
よ
り
明
確
に
な
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
と
文
学
研
究
を
論
じ
る
ジ
ャ
ン
゠
マ
ル
ク
・
ム
ラ
は
一
九
九
九
年
版
の
著
書
冒
頭
に

お
い
て
、「
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
文
学
研
究
（francophonie littéraire

）
も
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
も
明
確
な

概
念
を
持
っ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
状
況
説
明
し
つ
つ
も
、「
フ
ラ
ン
ス
語
圏
」
と
い
う
語
が
該
当
す
る
地
域
は
「
フ
ラ
ン
ス
語
が

明
白
に
社
会
的
な
役
割
を
果
た
す
地
域
す
べ
て
と
フ
ラ
ン
ス
語
を
第
一
言
語
と
す
る
話
者
が
存
在
す
る
地
域
（
フ
ラ
ン
ス
を
除
く

0

0

0

0

0

0

0

）

す
べ
て
」（M

oura 1999, 1. 

引
用
者
強
調
）
と
示
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
と
い
う
枠
組
に
フ
ラ
ン
ス
を
含
ん
で
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
「
フ
ラ
ン
ス
文
学
」
と
「
フ
ラ
ン
ス
語
圏
文
学
」
の
区
分
け
が
自
ず
と
浮
か
び
上
が
る
。「
フ
ラ
ン
コ
フ
ォ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
語
話

者
を
意
味
す
るfrancophone
）」
と
い
う
語
は
一
八
八
六
年
、
地
理
学
者
オ
ネ
ジ
ム
・
ル
ク
リ
ュ
の
著
書
『
フ
ラ
ン
ス
、
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
と
植
民
地
』
で
初
め
て
使
わ
れ
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
次
々
に
独
立
す
る
一
九
六
〇
年
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
旧
植
民
地
と
の
関
わ
り

に
お
い
て
度
々
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
語
自
体
が
植
民
地
主
義
の
歴
史
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
二
一
世
紀
に
お

い
て
「
フ
ラ
ン
コ
フ
ォ
ン
」
と
い
う
語
は
「
禁
句
、
Ｎ
Ｇ
ワ
ー
ド
」
と
も
な
り
う
る
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
「
フ
ラ
ン
ス
語
の
（de 

langue française

）」
や
「
フ
ラ
ン
ス
語
表
現
の
（d’expression française

）」
な
ど
に
言
い
換
え
る
と
別
の
問
題
が
生
じ
る
と
、『
フ

ラ
ン
ス
語
圏
文
学）

2
（

』
を
著
し
た
ド
ミ
ニ
ク
・
コ
ン
ブ
は
指
摘
す
る
（C

om
be ﹇2010

﹈ 2019, 31

）。「
フ
ラ
ン
ス
語
圏
文
学
」
と
は
ス

イ
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
、
カ
ナ
ダ
と
い
う
地
域
も
対
象
に
す
る
と
は
い
え
、
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
支
配
の
歴
史
と
そ
の
従
属
関
係
を
想
起

さ
せ
る
「
フ
ラ
ン
ス
文
学
」
の
下
位
に
位
置
づ
け
ざ
る
を
得
な
い
文
学
な
の
だ
。

「
フ
ラ
ン
ス
語
マ
グ
レ
ブ
文
学
」
は
「
フ
ラ
ン
ス
語
圏
文
学
」
の
う
ち
の
一
区
分
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ま
た
そ
れ
は
、
ム
ラ

が
英
米
圏
で
興
隆
し
た
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
を
文
学
研
究
に
連
動
し
て
検
討
し
て
い
く
よ
う
に
、
脱
植
民
地
支
配
以
降
の
世
界

へ
学
術
研
究
の
視
線
が
投
じ
ら
れ
て
か
ら
盛
ん
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
文
学
で
も
あ
る
。
そ
の
第
一
世
代
に
属
す
る
、
チ
ュ
ニ

ジ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
出
自
の
ア
ル
ベ
ー
ル
・
メ
ン
ミ
は
被
植
民
者
の
心
的
風
土
を
論
じ
た
一
九
五
七
年
―
―
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
モ
ロ
ッ
コ

は
一
九
五
六
年
に
独
立
し
た
―
―
の
書
で
、
マ
グ
レ
ブ
諸
国
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
独
立
し
ア
ラ
ビ
ア
語
化
が
確
立
す
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
語
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の
作
品
は
遅
か
ら
ず
消
滅
す
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
た
が
（M

em
m

i 1957, 142-146

）、
そ
の
予
想
に
反
し
て
、
こ
の
文
学
は
独
立
後

も
質
量
と
も
に
充
実
し
、
体
系
的
研
究
も
確
立
し
て
い
く
。
フ
ラ
ン
ス
語
マ
グ
レ
ブ
文
学
は
当
該
諸
国
が
独
立
し
て
か
ら
本
格
化
す

る
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
現
在
進
行
形
の
こ
の
文
学
は
、
メ
ン
ミ
始
め
ム
ル
ド
・
フ
ェ
ラ
ウ
ン
、

ム
ル
ー
ド
・
マ
ム
リ
、
モ
ハ
メ
ド
・
デ
ィ
ブ
、
カ
テ
ブ
・
ヤ
シ
ン
、
ド
リ
ス
・
シ
ュ
ラ
イ
ビ
ら
、
問
題
作
を
世
に
出
し
た
第
一
世
代

か
ら
始
ま
っ
て
、
次
世
代
、
次
々
世
代
の
作
家
へ
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
の
人
の
移
動
が
日
常
に
な
っ
た
現

代
世
界
に
お
い
て
、
マ
グ
レ
ブ
作
家
の
「
マ
グ
レ
ブ
」
が
指
す
枠
組
も
そ
の
か
た
ち
は
恒
常
的
に
変
化
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

2
　
日
本
に
お
け
る
マ
グ
レ
ブ
文
学
研
究

フ
ラ
ン
ス
語
マ
グ
レ
ブ
文
学
が
広
く
世
界
に
周
知
さ
れ
る
き
っ
か
け
は
、
デ
ジ
ュ
ー
も
指
摘
す
る
と
お
り
（D

éjeux 1992, 3

）、

一
九
八
七
年
、
モ
ロ
ッ
コ
出
身
の
作
家
、
タ
ハ
ー
ル
・
ベ
ン
・
ジ
ェ
ル
ー
ン
の
ゴ
ン
ク
ー
ル
賞
受
賞
で
あ
る
。
受
賞
作
『
聖
な
る

夜
』
と
そ
の
前
編
を
な
す
『
砂
の
子
ど
も
』（
一
九
八
五
年
）
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
伝
統
的
文
化
の
諸
要
素
を
盛
り
込
み
つ
つ

現
代
文
学
の
実
験
性
も
試
み
た
二
部
作
で
あ
り
、
日
本
語
も
含
め
て
四
〇
以
上
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
ベ
ン
・
ジ
ェ
ル

ー
ン
の
こ
の
二
作
を
中
心
に
、「
マ
イ
ナ
ー
」
な
マ
グ
レ
ブ
文
学
周
辺
の
研
究
が
勢
い
づ
く
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
九
〇
年
代
に
は
、

日
本
の
大
学
で
も
本
格
的
に
研
究
が
始
ま
っ
た
。
今
世
紀
に
入
る
と
、
鵜
戸
聡
（
鵜
戸 2012

）、
石
浜
裕
子
（
石
浜 2016

）
が
そ
れ

ぞ
れ
、
カ
テ
ブ
と
フ
ェ
ラ
ウ
ン
を
主
題
に
博
士
論
文
を
提
出
し
て
い
る
。
翻
訳
も
数
を
増
や
し
、
二
〇
一
六
年
に
マ
グ
レ
ブ
文
学
翻

訳
作
品
を
集
め
た
「
叢
書
エ
ル
・
ア
ト
ラ
ス
」（
水
声
社
）
が
刊
行
開
始
さ
れ
、
継
続
中
で
あ
る
。

研
究
が
根
づ
い
て
い
く
九
〇
年
代
の
指
標
の
一
つ
と
し
て
、
一
九
九
八
年
三
月
の
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
関
東
支
部

大
会
（
埼
玉
大
学
）
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
マ
グ
レ
ブ
文
学
の
現
在
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
マ
グ
レ
ブ
に
由
来
す
る
作
家
に
関
心
を
寄

せ
た
フ
ラ
ン
ス
文
学
研
究
者
四
名
（
石
川
清
子
、
澤
田
直
、
福
田
育
弘
、
渡
辺
芳
敬
）
が
、
や
は
り
同
時
期
に
「
ク
レ
オ
ー
ル
」
の


